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地域農業と農家経営を
守るために緊急輸入制
限（セーフガード）の
発動を求める意見書

野菜をはじめとする外国の
農畜産物や花きの輸入が激増
し、地域農業に重大な影響を
与えているため、町議会は深
刻な影響を受けている農業と
農家の生活を救済するため、
政府に対しセーフガードの発
動に対する意見書を提出し
た。

宛先
内閣総理大臣　農林水産大臣

経済農業大臣　財務大臣

自衛官による女子中学
生に対する婦女暴行事
件に関する意見書

米軍による事件・事故が相
次ぐ中、国民の人命や財産を
守るべき立場の幹部自衛官が
起こした犯罪はあるまじき行
為であり、町議会は今回の事
件に対し抗議の意見書を提出
した。

宛先
内閣総理大臣　防衛庁長官　那

覇防衛施設局　航空自衛隊恩納分
屯基地司令官　南西航空混成団

高齢者及び障害者の
雇用促進を求める意
見書

食品の安全性の確保
の強化を求める意見
書

「地震防災対策特別措
置法」の改正に関す
る意見書

平成７年６月に国が制定した
「地震防災対策特別措置法」に
基づき、地方公共団体は地震防
災緊急事業五箇年計画を定め
た。しかし、財政上の制約等に
より現行計画の進捗率は低い状
況にある。このため、政府に対
し地震防災緊急事業の拡充・強
化、同法に基づく特例措置の時
期計画への適用等を要望する意
見書を提出した。

宛先
衆議院議長　参議院議長　内閣総理
大臣　内閣府大臣　国土交通大臣　警
察庁長官　総務大臣　消防庁長官
財務大臣　文部科学大臣　厚生労働
大臣　農林水産大臣　林野庁長官　水
産庁長官

議　
会　
の　
権　
限　
の　
一　
つ　
と　
し　
て　
、　
当　
該　
地　
方　

公　
共　
団　
体　
の　
公　
益　
に　
関　
す　
る　
事　
件　
に　
つ　
き　

意　
見　
書　
を　
国　
会　
又　
は　
関　
係　
行　
政　
庁　
に　
提　
出　

す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
（　
自　
治　
法　
99
条　
）　。　
又　

こ　
の　
権　
利　
は　
議　
会　
自　
身　
の　
意　
思　
決　
定　
を　
行　

う　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
機　
関　
と　
し　
て　
の　
意　
思　
の　

決　
定　
の　
一　
例　
で　
あ　
る　
。　
さ　
ら　
に　
、　
意　
見　
書　

を　
受　
け　
た　
行　
政　
庁　
等　
は　
、　
受　
理　
を　
し　
て　
、　

誠　
意　
を　
も　
っ　
て　
処　
理　
す　
る　
行　
政　
的　
責　
任　
を　

有　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　

食品の安全性の確保は、国
民の健康にとって極めて重要
な課題であり、近年、国民の
間から食品の安全性確保を求
める声が強まっている。この
ため議会は、食品のより一層
の安全性を確保するために、
パブリック・コメント（国民
の意見申し出）制度の充実や
表示義務付けの拡大、食品安
全行政に関しての情報公開、
「食の安全推進アクションプ
ラン」の着実な実施等を要望
する意見書を提出した。

宛先
内閣総理大臣　厚生労働大臣

長期の経済低迷により雇用
情勢は以前厳しく、特に6 0～
6 4歳の高齢者の完全失業率は
高水準にある。また心身障害
者の民間企業における実雇用
率は、法定雇用率1 . 8％を依
然下回っている。こうした状
況を改善するために、高齢者
の雇用促進や法定障害者雇用
率（1 . 8％）の達成、及び障害
者の働く場となっている作業
所に対する支援策の強化等を
要望する意見書を提出した。

宛先　
内閣総理大臣　厚生労働大臣
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老　
朽　
化　
の　
激　
し　
い　
現　
庁　
舎　

に　
つ　
い　
て　
は　
町　
民　
誰　
も　
が　

新　
し　
い　
庁　
舎　
の　
実　
現　
を　
一　
日　
も　

早　
く　
と　
待　
ち　
望　
ん　
で　
い　
る　
中　
で　

町　
長　
自　
身　
も　
充　
分　
認　
識　
し　
な　
が　

ら　
就　
任　
以　
来　
庁　
舎　
建　
設　
の　
計　
画　

的　
な　
積　
立　
金　
も　
成　
さ　
れ　
な　
い　
中　

で　
、　
そ　
の　
早　
期　
実　
現　
を　
計　
る　
た　

め　
に　
町　
が　
発　
行　
す　
る　
町　
債　
を　
町　

民　
に　
引　
き　
受　
け　
て　
も　
ら　
い　
庁　
舎　

建　
設　
資　
金　
の　
調　
達　
を　
考　
え　
て　
は　

ど　
う　
か　
。　
預　
貯　
金　
金　
利　
の　
安　
い　

昨　
今　
、　
一　
石　
二　
鳥　
と　
思　
う　
の　
だ　

が　
。　

企　
画　
財　
務　
課　
長　
　　
起　
債　
の　
許　
可　

制　
度　
を　
通　
し　
て　
特　
定　
の　
団　
体　
に　

の　
み　
、　
そ　
の　
発　
行　
が　
認　
め　
ら　
れ　

て　
お　
り　
そ　
れ　
以　
外　
の　
団　
体　
に　
つ　

い　
て　
は　
、　
発　
行　
が　
で　
き　
な　
い　
仕　

組　
み　
に　
な　
っ　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　
現　

在　
は　
二　
八　
団　
体　
に　
の　
み　
認　
め　
ら　

れ　
て　
お　
り　
、　
西　
原　
町　
は　
制　
度　
上　

無　
理　
か　
と　
考　
え　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

図　
書　
館　
建　
設　
の　
具　
体　
的　

な　
取　
組　
み　
に　
つ　
い　
て　

い　
よ　
い　
よ　
実　
現　
に　
向　
け　
て　
、　

ス　
タ　
ー　
ト　
し　
た　
こ　
の　
事　
業　
。　

建　
設　
に　
要　
す　
る　
財　
源　、　
場　
所　
、　

土　
地　
及　
び　
建　
物　
等　
の　
面　
積　
に　
つ　

い　
て　
公　
共　
用　
地　
取　
得　
委　
員　
会　
に　

対　
し　
、　
ど　
の　
よ　
う　
な　
事　
項　
を　
諮　

問　
し　
、　
そ　
の　
答　
申　
は　
ど　
う　
で　
あ　

っ　
た　
の　
か　
伺　
い　
ま　
す　
。　

企　
画　
財　
務　
課　
長　
　　
建　
設　
場　
所　
に　

つ　
い　
て　
は　
町　
の　
基　
本　
計　
画　
マ　
ス　

タ　
ー　
プ　
ラ　
ン　
に　
基　
づ　
い　
て　
、　
公　

共　
用　
地　
、　
公　
共　
ゾ　
ー　
ン　
に　
用　
地　

を　
取　
得　
し　
た　
い　
と　
委　
員　
会　
に　
諮　

り　
ま　
し　
た　
と　
こ　
ろ　
、　
そ　
れ　
で　
良　

と　
の　
意　
見　
が　
取　
り　
ま　
と　
め　
ら　
れ　

町　
長　
に　
報　
告　
し　
た　
と　
こ　
ろ　
で　
あ　

り　
ま　
す　
。　

町　
長　
　　
基　
本　
計　
画　
は　
で　
き　
て　
お　

り　
ま　
す　
が　
、　
今　
後　
は　
基　
本　
設　
計　

を　
ふ　
ま　
え　
て　
そ　
れ　
に　
基　
づ　
き　
実　

施　
設　
計　
を　
す　
る　
段　
階　
に　
な　
り　
ま　

す　
。　
今　
年　
度　
は　
態　
勢　
づ　
く　
り　
と　

基　
本　
設　
計　
さ　
ら　
に　
用　
地　
確　
保　
に　

向　
け　
て　
事　
務　
調　
整　
に　
な　
ろ　
う　
か　

と　
考　
え　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

農　
業　
振　
興　
に　
つ　
い　
て　

施　
設　
型　
農　
業　
と　
し　
て　
町　
が　

初　
め　
て　
取　
組　
む　
こ　
と　
に　
な　

っ　
た　
津　
花　
波　
地　
区　
の　
国　
、　
県　
補　

助　
に　
よ　
る　
農　
業　
振　
興　
対　
策　
事　
業　

は　
今　
後　
の　
モ　
デ　
ル　
事　
業　
と　
し　
て　

ぜ　
ひ　
成　
功　
さ　
せ　
な　
け　
れ　
ば　
な　
り　

ま　
せ　
ん　
。　
農　
業　
を　
取　
り　
巻　
く　
環　

境　
は　
大　
変　
厳　
し　
い　
も　
の　
が　
あ　
り　

軌　
道　
に　
乗　
る　
ま　
で　
に　
は　
五　
年　
十　

年　
を　
要　
す　
る　
も　
の　
と　
思　
わ　
れ　

る　
。　
生　
産　
組　
合　
が　
自　
立　
で　
き　
る　

ま　
で　
の　
数　
年　
間　
を　
、　
借　
入　
金　
の　

利　
子　
補　
給　
、　
あ　
る　
い　
は　
施　
設　
建　

設　
に　
要　
す　
る　
資　
金　
に　
対　
し　
財　
政　

支　
援　
が　
必　
要　
と　
考　
え　
る　
が　
町　
は　

ど　
の　
よ　
う　
に　
お　
考　
え　
な　
の　
か　
伺　

い　
た　
い　
。　

町　
長　
　　
基　
本　
的　
に　
は　
都　
市　
型　
農　

業　
に　
移　
行　
す　
べ　
き　
と　
考　
え　
て　
お　

り　
ま　
し　
て　
最　
終　
的　
に　
は　
農　
業　
懇　

話　
会　
の　
結　
論　
も　
ふ　
ま　
え　
て　
具　
体　

的　
な　
方　
針　
を　
検　
討　
し　
た　
い　
。　
こ　

の　
場　
で　
直　
ぐ　
出　
し　
ま　
し　
ょ　
う　
と　

お　
答　
え　
で　
き　
な　
い　
わ　
け　
で　
あ　
り　

ま　
し　
て　
ご　
理　
解　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　

と　
思　
い　
ま　
す　
。　

問

問

問

十
三
年
度
一
般
会
計
予

算
、
町
税
二
五
億
二
、

三
九
二
万
九
、
〇
〇
〇
円
に
対

し
、
町
民
税
九
億
七
、
一
六
〇

万
七
、
〇
〇
〇
円
と
あ
る
。
一

人
当
た
り
の
町
民
税
は
い
く
ら

か
。
又
個
人
、
法
人
の
課
税
客

体
は
何
名
か
。

税
務
課
長
　
平
成
十
二
年
度
の

十
二
月
末
の
町
民
人
口
が
三
万

二
、
四
八
八
名
、
単
純
に
町
の

人
口
で
割
る
と
一
人
当
た
り
二

万
九
、
九
〇
〇
円
。
し
か
し
実

際
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
均

等
割
の
も
の
と
、
所
得
割
の
も

の
、
又
均
等
割
も
所
得
割
も
両

方
課
さ
れ
る
の
が
い
ま
す
の

で
、
納
税
者
が
実
際
納
め
る
一

人
当
た
り
の
金
額
は
九
万
四
、

四
〇
〇
円
程
度
で
す
。
課
税
客

体
は
個
人
一
万
二
九
〇
名
、
法

人
三
三
七
社
。

町
内
の
不
況
の
状
況
に

つ
い
て

町
内
に
も
廃
業
や
倒
産
に

追
い
込
ま
れ
る
企
業
や
店

が
あ
る
や
に
聞
く
が
不
況
の
状

況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

産
業
課
長
　
国
、　県
、　町
内
に
お

い
て
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

平
成
十
年
頃
三
件
の
倒
産
が

あ
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

本　
町　
に　
は　
、　
中　
小　
企　
業　
支　

援　
対　
策　
と　
し　
て　
小　
口　
資　
金　

融　
資　
事　
業　
が　
あ　
る　
が　
あ　
ま　
り　
活　

用　
が　
な　
さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
や　
に　
聞　

く　
が　
、　
審　
査　
が　
厳　
し　
い　
の　
か　
ど　

う　
か　
。　
遡　
っ　
て　
状　
況　
を　
聞　
き　
た　

い　
。　

産
業
課
長
　
十
年
三
件
、
十
一

年
一
件
、
十
二
年
○
件
。

三
ヶ
月
据
え
置
き
で
三
〇

〇
万
、
三
ヶ
年
返
済
と
の

事
だ
が
、
無
理
が
な
い
の
か
ど

う
か
。
二
〇
〇
万
に
し
て
、
五

ヶ
年
返
済
で
借
り
や
す
く
て
、

返
済
し
や
す
い
対
策
は
で
き
な

い
か
。

町
長
　
資　
金　
枠　
の　
問　
題　
、　
信　
用　

保　
証　
協　
会　
、　銀　
行　
と　
の　
問　
題　
等　
が　

あ　
る　
が　
、　利　
用　
し　
や　
す　
く　
、　
無　
理　

な
く
返
済
で
き
る
よ
う
改
善
の

方
向
で
検
討
し
て
み
た
い
。

異
議
申
し
立
て
の
結
果

に
つ
い
て

県
選
管
に
出
さ
れ
た
町
長

選
に
対
す
る
異
議
申
し
立

て
の
結
果
に
つ
い
て
聞
く
。
又

広
報
誌
に
異
議
申
し
立
て
人
の

住
所
氏
名
が
み
ん
な
掲
載
さ
れ

て
い
る
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
知

り
た
い
方
は
県
広
報
を
ご
覧
に

な
れ
ば
い
い
。

町
長
選
か
ら
も
う
六
ヶ

月
、
当
選
は
無
効
で
あ
る

と
異
議
申
し
立
て
を
さ
れ
た
翁

長
町
長
、
そ
の
結
果
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る

か
、
忌
憚
の
な
い
胸
中
を
お
聞

き
し
た
い
。

町
長
　
私
は
選
挙
前
後
、
今
日

ま
で
決
し
て
悪
い
こ
と
は
し
て

な
い
と
自
負
し
て
お
り
、
い
か

な
る
問
題
が
出
よ
う
が
受
け
て

立
つ
、
と
い
う
姿
勢
で
お
り
ま

す
が
、
今
の
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
目
を
通
し
て
み
た
が
、
こ

の
中
身
た
る
や
、買
収
だ
と
か
、

地
位
利
用
だ
と
か
と
い
う
言
葉

が
頻
繁
に
出
て
お
り
大
変
心
外

に
思
っ
て
い
る
。
こ
の
事
に
つ

い
て
今
後
ど
う
し
た
方
が
い
い

か
、
検
討
し
て
み
た
い
。

問問問

問問

問

儀間信子 議員

小川　孝　議員

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

一
、
行
財
政
の
確
立
に
つ
い
て

一
、
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て

一
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い

て
一
、
管
理
職
の
人
事
に
つ
い
て

一
、
自
治
会
運
営
補
助
金
に
つ
い
て


